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遺
書

○
陸
軍
歩
兵
伍
長
と
し
て
は
こ
れ
男
子
の
本
懐
、
申
し
置
く
事
ナ
シ
。

○
日
本
映
画
監
督
協
会
の
一
員
と
し
て
一
言
。

「
人
情
紙
風
船
」
が
山
中
貞
雄
の
遺
作
で
は
チ
ト
サ
ビ
シ
イ
。

　
負
け
惜
し
み
に
非
ず
。

○
保
険
の
金
は
そ
っ
く
り
井
上
金
太
郎
氏
に
お
渡
し
す
る
事
。

○
井
上
さ
ん
に
は
と
こ
と
ん
迄
御
世
話
を
か
け
て
済
ま
ん
と
思
い
ま
す
。

　
僕
の
も
ろ
も
ろ
の
借
金
を
（
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｌ
か
ら
な﹅
る﹅
せ﹅
か
ら
の
払
ッ
て
下
さ
い
。
）

　
多
分
足
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
、
う
ま
く
胡
麻
化
し
と
い
て
戴
き
ま
す
。

3 遺書



○
万
一
余
り
ま
し
た
ら
、
協
会
と
前
進
座
で
分
け
て
下
さ
い
。

○
最
後
に
、
先
輩
友
人
諸
氏
に
一
言

　
よ
い
映
画
を
こ
さ
え
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
。

　　
　
昭
和
十
三
年
四
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
貞
雄

　

4陣中日誌（遺稿）



　
従
軍
記

×
・
二
八
　
　

　
小
津
氏
曰
く
の
「
靖
国
神
社
の
門
鑑
」
な
る
も
の
を
戴
く
。

　
小
判
型
の
真
鍮
に
　
歩
×
　
歩
×
補
　
番
六
一
と
刻
ン
で
あ
る
。

×
・30

　
二
日
の
出
立
が
四
五
日
延
期
と
な
る
。

　
月
の
七
日
の
旅
立
ち
と
で
も
決
ま
れ
ば
、
我
亦
何
を
か
言
わ
ン
や
で
あ
る
。

　
雨
、
し
と
ど
降
る
。

5 従軍記



×
・
五

　
遂
ニ
×
月
「
七
日
ノ
旅
立
チ
」
ト
決
定
ス
ル

　
×
×
ニ
一
泊
シ
テ
八
日
乗
船
ト
ノ
由
。

　M
EM

O

　
セ
ッ
ト
は
花
園
駅
を
後
景
ニ
シ
テ
前
景
の
宿
ハ
稲
荷
駅
前
ノ
玉
屋
ヲ
モ
デ
ル
ト
ス
ル
事
、
宿
デ

　
ナ
ク
駅
ノ
商
家
（
商
売
ヲ
考
究
ス
ル
事
）
デ
モ
ヨ
シ

「
お
ッ
母
ア
が
お
寺
の
和
尚
さ
ん
に
頼
ン
で
、
写
真
の
裏
に
こ
の
通
り
俺
の
戒
名
書
い
て
…
…
」

　
エ
フ
ェ
ク
ト

　
万
歳
の
声
、
汽
車
の
ボ
ー

○
　
　
少
し
キ
ツ
ク
な
る
恐
れ
あ
り
止
め
て
も
可

　
朝
　
お
袋
さ
ん
が
訪
れ
る

　
村
で
鼻
が
高
い
話

　
痔
は
ど
う
か
の
話

　
息
子
ク
サ
ル

6陣中日誌（遺稿）



◎
ラ
ス
ト
　
戦
地
か
ら
の
手
紙
　
　

　
ボ
ー
ゼ
ス
ト
の
、
手
と
私
の
殺
し
た
男
の
、
手
と
を
再
考
ス
ル

×
・
七

　
遂
に
七
日
の
旅
立
ち
で
す
。

　
子
供
を
背
負
ッ
て
帯
を
除
し
て
、
兵
隊
の
横
を
小
走
り
に
行
く
女
の
人
を
見
る
。

　
駅
頭
の
混
乱

　
×
×
着
（
×
×
×
荷
物
駅
）
×
町
を
行
進
す
る
。

　
京
都
の
駅
前
で
バ
ン
ザ
イ
を
叫
ん
だ
人
と
×
×
の
街
頭
で
バ
ン
ザ
イ
を
叫
ぶ
人
と
顔
色
が
違
う
。

　
叫
ぶ
人
の
悲
劇
　
叫
ば
れ
る
奴
の
悲
劇
。

　
喜
劇
か
も
し
れ
な
い
。

　
前
進
座
の
宮
川
氏
来
る
。

7 従軍記



×
・
八

　
朝
か
ら
雨
と
な
る
。
土
砂
降
り
の
雨
。

　
第
二
突
堤
よ
り
運
送
船
×
×
丸
に
て
出
帆
す
。

　
乗
船
前
三
十
分
。

　
前
進
座
の
連
中
に
逢
う
。

「
日
直
上
ト
兵
」

　
ワ
ー
イ

「
食
券
持
っ
て
イ
モ
ン
袋
取
り
に
来
い
」

「
オ
ー
イ
、
田
中
、
田
中
、
日
直
上
ト
兵
ッ
」

（
居
な
い
）

○
紹
介

　
船
尾
で
寝
て
い
た
。

8陣中日誌（遺稿）



「
書
簡
は
各
小
隊
で
ま
と
め
て
船
長
の
所
へ
持
っ
て
来
い
、
わ
か
っ
た
か
、
わ
か
っ
た
ら
返
事
せ
ん
か
」

　
ワ
ー
イ

「
お
い
酔
う
て
甲
板
へ
出
る
と
危
い
ぞ
」

「
う
ん
」

「
海
へ
落
ち
る
な
、
カ
マ
ス
ゴ
に
喰
わ
れ
る
ぞ
」

○
ゴ
ム
の
パ
チ
ン
コ
で
蝿
を
殺
し
て
る
兵
。

　
×
月
十
一
日
　
　

　
三
井
物
産
の
大
谷
氏
の
話
。

　
×
×
乗
船
ニ
遅
れ
た
兵
。
事
務
長
ガ
無
電
ヲ
神
戸
港
ノ
司
令
部
ニ
打
ツ

　
兵
来
リ
テ
汽
車
ニ
テ
○
○
へ
急
グ

　
航
行
中
ノ
運
送
船
ヨ
リ
縄
梯
子
ヲ
降
シ
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
ヨ
リ
兵
乗
リ
ウ
ツ
ル
。

　
始
末
書
ヲ
書
ク

　
上
海
ニ
テ
司
令
官
乗
船
、
事
務
長
ガ
頼
ム

　
司
令
官
、
兵
ヲ
事
務
長
ノ
室
ヘ
呼
ブ

9 従軍記



（
夜
）

　
始
末
書
ヲ
破
ル
、
兵
感
激
ス
。

　
司
令
官
、
兵
ニ
破
ッ
タ
始
末
書
ヲ
渡
シ
、
海
ヘ
捨
テ
ロ
ト
云
フ

　
兵
室
ヲ
出
ル
、
消
灯
ラ
ッ
パ
聞
コ
エ
ル

　
兵
戻
ッ
テ
来
ル

　
司
令
官
「
遅
レ
タ
罪
ダ
」
ト
兵
ヲ
叱
ル
。

　
地
ノ
果
テ
ヲ
行
ク
、
参
照
ス
ベ
シ

×
月
十
五
日

「
儂
の
拳
骨
は
鉄
砲
の
弾
丸
だ
　
武
士
の
情
け
だ
」

　
モ
ン
モ
ン
の
兵
、
鉢
巻
を
す
る
あ
り
。

　
一
二
三
で
鉢
巻
を
し
て
手
を
叩
く
遊
戯
。

10陣中日誌（遺稿）



　
船
酔
い
の
男
、
寝
て
い
る
。

「
う
ー
ん
、
お
い
」

「
ど
う
し
た
、
確
ッ
か
り
し
ろ
」

「
儂
の
背
の
う
を
取
ッ
て
く
れ
、
中
に
紙
に
包
ン
で
梅
干
が
あ
る
筈
だ
」

「
ウ
メ
ボ
シ
」

「
あ
る
か
？
」

「
あ
っ
た
」

「
そ
れ
、
儂
の
ヘ
ソ
へ
張
ッ
て
呉
れ
」

「
船
に
弱
い
人
は
梅
干
を
お
ヘ
ソ
に
張
ッ
と
く
と
、
い
く
ら
ゆ
れ
て
も
平
気
だ
ッ
て
」

　
斯
ン
な
意
味
の
場
面
ア
レ
バ
ヨ
シ

　
太
沽
沖
十
浬
の
処
に
到
着
し
た
の
が
十
三
日
夕
方
毎
日
せ
ん
ぎ
り
と
か
ん
ぴ
ょ
う
を
喰
ッ
て
、
馬
臭
い
船
底

　
に
暮
す

　
十
七
日
、
遂
に
伝
馬
に
乗
り
換
え
て
太
沽
上
陸

　
初
め
て
支
那
の
土
を
踏
む

（
二
カ
月
前
に
我
軍
の
爆
撃
占
領
し
た
支
那
の
造
船
所
、
砲
台
、
兵
営
）

　
太
沽
二
泊
、
船
で
塘
沽
に
至
り
、
更
に
貨
物
列
車
で
天
津
東
站
駅
に
到
着

11 従軍記



　
支
那
旧
城
内
の
南
関
大
街
の
民
家
に
宿
営

　
狭
く
て
手
足
を
延
ば
し
て
は
寝
む
れ
な
い
。

　
上
着
を
間
違
え
る
ギ
ャ
グ
（
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
よ
し
）

「
煙
草
な
い
か
」

「
う
ん
、
な
い
ン
だ
、
お
や
、
お
い
あ
ッ
た
、
あ
ッ
た
」

　
わ
れ
も
わ
れ
も
と
煙
草
を
と
る

「
お
い
○
○
ッ
、
お
前
誰
の
上
衣
着
て
る
ン
だ
」

「
え
ッ
、
あ
、
そ
う
か
」

○
上
衣
を
探
し
て
る
男
を
見
て
慌
て
る

「
お
ー
い
旅
団
長
、
旅
団
長
喜
べ
」

旅
団
長
と
呼
バ
レ
ル
男

ヒ
ン
パ
ン
に
字
を
聞
き
乍
ら
手
紙
を
書
く

去
る
二
十
七
日
石
家
荘
に
到
着
。

南
に
向
っ
て
行
進
す
る
事
三
日
。
片
桐
部
隊
の
屯
す
る
○
○
に
至
る
。
こ
の
辺
の
新
し
き
土
は
ホ
コ
リ
ッ
ぽ
く

ッ
て
歩
き
に
く
い
。

12陣中日誌（遺稿）



　
前
線
部
隊
に
編
入
。
敵
影
を
認
め
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

将
棋
の
歩
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が

敵
の
王
頭
に
ピ
シ
リ
ッ
と
捨
身
に
打
た
れ
る
歩
も
あ
れ
バ

亦
、
棋
士
が
手
に
困
っ
て
ひ
ょ
い
と
突
く
香
の
上
の
端
歩
も
あ
る
。

吾
が
○
○
部
隊
大
原
隊
は
あ
た
か
も
ハ
シ
歩
の
様
な
も
ん
で
あ
る
。

北
支
の
原
野
に
乗
り
出
し
た
も
の
の
、
相
対
す
る
敵
、
歩
を
突
い
て
来
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
マ
が
持
て
ん

そ
こ
で
連
日
演
習
で
あ
る
、
専
ら
童
心
に
か
え
ッ
て
戦
争
ご
ッ
こ
を
や
ッ
て
い
る

王
手
飛
車
が
あ
ろ
う
と
桂
馬
の
フ
ン
ド
シ
が
あ
ろ
う
と
端
歩
は
動
か
ん
モ
ノ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貨
物
列
車
の
中
、
夜
、
す
し
づ
め
の
兵
隊

入
口
の
扉
の
処
に
将
校
来
る
。

「
一
言
注
意
し
て
置
く
、
此
の
辺
り
一
帯
は
尚
敗
残
兵
が
徘
徊
し
て
い
る
。
昨
夜
も
此
処
か
ら
三
ッ
目
の
駅
が

　
襲
撃
を
受
け
て
数
名
の
戦
傷
者
を
出
し
て
居
る
。
皆
弾
薬
を
腰
か
ら
は
な
し
て
は
い
け
な
い
。
（
装
具
を
と

　
ッ
て
は
い
け
な
い
）
銃
を
側
へ
置
く
事
。
い
い
か
若
し
襲
撃
を
受
け
て
も
命
令
が
あ
る
迄
出
て
は
い
け
な
い
」

　○
汽
車
の
汽
笛

　
描
写
若
干

13 従軍記



○
ロ
ン
グ
で
月
明
の
原
野
を
走
る
列
車

○
貨
物
車
の
中
、
が
や
が
や
し
て
い
る
。

　
浪
花
節
を
や
り
出
す
。

「
寒
い
」
と
上
衣
を
着
る

「
お
い
、
俺
の
上
衣
じ
ゃ
」

「
儂
の
は
」

「
お
前
の
は
…
…
」

○
芝
居
の
台
詞
を
活
弁
の
口
調
で
言
う
兵

「
近
衛
後
備
歩
兵
第
一
聯
隊
長
須
知
源
二
郎
聯
隊
を
代
表
し
て
謹
ん
で
奏
上
し
奉
る
。
臣
等
つ
と
に
チ
ョ
ケ
ン

　
を
忝
の
う
し
、
皇
恩
に
浴
す
る
事
、
此
処
に
年
あ
り
。

　
今
や
征
露
の
大
命
を
拝
し
、
報
恩
の
機
正
に
至
れ
る
を
喜
び
、
昨
十
四
日
一
同
勇
躍
し
て
常
陸
丸
に
投
ず
。

　
而
る
に
今
朝
来
、
濃
霧
四
辺
を
閉
ざ
し
シ
セ
キ
を
弁
じ
難
き
趣
き
あ
り
し
が
、
正
午
前
、
玄
海
洋
上
に
望
み

　
し
時
忽
ち
右
舷
に
当
り
大
艦
影
を
認
む
。

　
偵
察
す
れ
ば
ロ
シ
ヤ
、
グ
ロ
ン
ボ
イ
、
リ
ュ
ウ
リ
ッ
ク
の
三
巡
洋
艦
に
し
て
此
の
時
既
に
我
が
友
船
泉
丸
は

　
撃
破
せ
ら
れ
左
渡
又
同
じ
運
命
に
陥
入
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
り
」

　
突
然
に
機
関
銃
の
音
、

　
一
同
は
ッ
と
な
る
。

14陣中日誌（遺稿）



　
静
寂
。

　
や
が
て
都
々
逸
を
歌
い
出
す
。

　
歌
の
終
っ
た
処
で

　
原
野
走
ル
汽
車
。

　
銃
声
と
汽
笛
。
（
Ｆ
・
Ｏ
）

「
お
い
親
友
、
鉄
カ
ブ
ト
か
ぶ
れ
よ
、
危
ね
え
ぞ
」

「
何
言
っ
て
や
ん
で
え

　
可
笑
し
く
ッ
て
鉄
カ
ブ
ト
が
冠
れ
ま
す
か
ッ
て
ン
だ
」

「
鉄
砲
の
弾
丸
は
頭
ば
か
り
当
た
る
ッ
て
訳
の
も
ん
で
も
あ
る
め
え
、
手
に
当
る
事
も
あ
り
ゃ
足
に
も
当
ら
ア

　
鉄
の
テ
ッ
甲
脚
絆
で
も
は
め
て
き
ア
が
れ
」

○
帽
子
の
中
へ
写
真
を
入
れ
て
置
く
兵
隊
。

○
鉢
巻
を
し
た
が
る
兵
隊
。

　
坊
主
の
二
十
の
入
墨
し
て
る
。

「
お
や
、
帽
子
が
変
ッ
て
る
ぞ
、
Ａ
の
奴
だ
な
」

15 従軍記



「
班
長
殿
、
Ａ
居
ま
せ
ん
が
、
あ
の
野
郎
、
自
分
の
帽
子
を
間
違
え
て
、
あ
、
そ
れ
」

「
写
真
を
も
う
一
枚
、
送
っ
て
貰
う
ん
だ
な
」

　
煙
草
出
す
。
呑
ま
な
い
。

　
た
ん
架
で
は
こ
ば
れ
て
行
く
Ａ
。

「
空
に
は
今
日
も
ア
ド
バ
ル
ン
と
来
や
が
ら
ア
」

　
装
甲
自
動
車
の
列
。

　
行
軍
す
る
歩
兵
。

　
三
分
早
い

　
三
分
ぐ
ら
い

　
三
分
あ
れ
ば
師
団
の
編
成
が
出
来
る
。

「
お
い
戦
友
、
煙
草
一
本
呉
れ
」

　
他
の
部
隊
の
兵
隊
と
逢
う
と
い
つ
も
斯
う
云
う
。

　
彼
奴
は
、
煙
い
の
な
れ
と
る
よ

　
養
子
じ
ゃ
も
の

16陣中日誌（遺稿）



「
北
支
の
花
と
散
ッ
た
勇
士
の
家
庭
訪
問

　
○
○
○
○
氏
厳
父
○
左
衛
門
、
暗
然
と
し
て
語
る
」

「
よ
せ
や
い
」

「
許
婚
○
○
さ
ん
、
け
な
げ
に
も
語
る
」

「
馬
鹿
よ
さ
ね
え
か
」

「
あ
の
人
は
…
…
」

　
班
長
○
○
伍
長
又
語
る

「
彼
は
…
…
」

　
此
の
頃
、
現
地
よ
り
特
電

○
壁
の
戯
書

　
チ
ャ
カ
、
チ
ャ
カ
で

　
　
手
ま
ね
、
口
ま
ね

　
　
　
チ
ャ
ン
料
理

　
散
兵
が
歩
く

17 従軍記



　
　
　
チ
ャ
ブ
チ
ャ
ブ
と
水
筒
の
水
の
音

　
　
　
伏
線
と
し
て

　
　
　
水
筒
を
振
ッ
て
水
を
呑
む

　
石
家
荘
と
書
い
た
ガ
ス
灯
割
れ
て
い
る
。

○
軍
宣
撫
班
の
話

　
五
色
国
旗
を
見
せ
て
、
こ
れ
は
君
た
ち
の
国
の
国
旗
か
、
然
り

　
青
天
白
日
旗
で
ワ
ナ
イ
カ
、
違
う

　
蒋
の
悪
政
を
云
ッ
て
…
…

　
日
本
の
軍
隊
ヲ
恐
れ
て
は
い
け
な
い

　
逃
げ
る
必
要
は
な
い

　
家
に
居
な
さ
い

　
田
畑
を
耕
し
て
い
た
人
は

　
そ
の
儘
、
仕
事
を
続
け
な
さ
い

　
宣
撫
班
が
部
落
民
を
集
め
る
前
に
、
ま
づ
子
供
を
集
め
て
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
か
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
与
え
て
い

　
る
情
景
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タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
ろ
し
、

　
子
供
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
持
ッ
て
、
娘
達
の
避
難
場
所
へ
行
く
、

　
ヒ
ロ
イ
ン
の
紹
介

　
娘
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
喰
う

　
嫌
だ
い
、
皆
く
っ
ち
ゃ
ッ
て
…
…

　
と
云
っ
た
芝
居
が
、
姉
弟
の
間
に
あ
れ
ば
よ
ろ
し

　
宣
ブ
「
わ
か
り
ま
し
た
か
、
ミ
ン
パ
イ
？
」

　
民
衆
ミ
ン
パ
イ

　
宣
撫
班
の
話
を
熱
心
に
聴
い
て
ミ
ン
パ
イ
と
叫
ぶ
男
、
壁
に
凭
れ
て
日
な
た
ぼ
ッ
こ
し
乍
ら
、
ス
パ
ス
パ
煙

　
草
く
ゆ
ら
し
、
聴
い
て
る
の
か
、
聴
い
と
ら
ん
の
か
、
い
ッ
こ
う
、
頼
り
な
い
老
人
憎
悪
の
眼
で
、
壊
れ
た

　
土
壁
の
中
か
ら
兵
隊
の
方
を
睨
ん
で
い
る
老
婦
あ
り

　
兵
隊
と
仲
よ
く
な
っ
て
い
る
子
供

　
シ
ロ
ジ
ニ
ア
カ
ク
の
歌
を
覚
え
て
兵
隊
の
帰
る
時
ア
ト
か
ら
唄
い
乍
ら
つ
い
て
行
く

　
第
一
分
隊
よ
り
一
名
、
銃
前
哨

　
こ
の
方
向
に
む
か
っ
て
警
戒

　
交
代
は
三
十
分
、
カ
イ
サ
ン
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城
外
の
田
畑
を
耕
ス
女
子
供
土
の
上
へ
赤
児
を
寝
か
し
と
く

　
匪
賊
、
来
襲
、
女
と
子
供
逃
げ
る
、
赤
児
泣
く

　
城
門
、
女
引
返
そ
う
と
す
る
、
止
め
る

　
女
、
宣
撫
班
を
罵
る

　
通
訳
に

「
お
い
、
あ
の
女
、
何
ン
て
云
っ
て
い
る
ン
だ
」

「
…
…
…
…
…
」

　
宣
撫
班
、
城
下
に
お
ど
り
出
る

　
ヒ
ロ
イ
ン

　
赤
児
を
救
け
て
死
ぬ

　
銃
眼
を
の
ぞ
く
女

　
見
た
眼
の
銃
眼
の
彼
方
男
走
っ
て
切
れ
る

　
女
次
の
銃
眼
へ
。
（
移
動
）

　
又
見
た
眼
、
男
行
く
、
又
切
れ
る

　
女
、
次
の
銃
眼
へ
。
（
機
関
銃
の
音
）

　
男
、
出
て
来
な
い
風
景
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女
、up

　
　C

ut B
ack

「
オ
ー
デ
が
ね
」

「
オ
ー
デ
ッ
て
何
だ
」

「
俺
の
事
支
那
語
で
オ
ー
デ
ッ
て
云
う
ん
だ
」

「
あ
、
そ
う
か
」

「
お
い
、
オ
ー
デ
上
等
兵
」

「
オ
ー
デ
上
等
兵
？
　
何
の
事
だ
、
そ
れ
」

「
お
前
の
事
、
オ
ー
デ
て
云
う
ン
だ
ろ
う
」

「
違
う
よ
、
オ
ー
デ
っ
て
の
は
、
俺
の
事
だ
よ
」

「
だ
か
ら
、
お
前
は
、
オ
ー
デ
上
等
兵
じ
ゃ
ね
え
か
」

「
違
う
っ
た
ら
、
オ
ー
デ
っ
て
の
は
、
俺
と
い
う
支
那
語
だ
よ
、
わ
か
ら
ね
え
野
郎
だ
な
」

「
何
云
っ
て
や
が
ん
で
、
わ
か
ら
ね
え
の
は
手
前
で
え
」

小
学
校
、
授
業
中
（first Scene 

に
よ
し
）

　
運
動
場
ニ
人
影
ナ
シ
。
（
小
使
い
さ
ん
が
何
か
し
て
た
い
）

　
唱
歌
を
合
唱
シ
テ
ル
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ブ
ラ
ン
コ
、
か
す
か
に
ゆ
れ
て
る

　
靴
箱
の
情
景

　
廊
下

　
唱
歌
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る

　
二
階
の
教
室

　
歌
う
子
供

　
黒
板

　
オ
ル
ガ
ン
ひ
く
先
生

　
喇
叭
と
万
歳
の
声
、
か
す
か
に
聞
こ
え
る

　
教
室
の
窓
と
空

　
子
供
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

　
歌
、
お
留
守
に
な
り
始
め
る

　
先
生
、
ア
ワ
テ
ル

　
外
の
万
歳
と
喇
叭
高
く
な
る

　
子
供
、
中
腰
・
ｅ
ｔ
ｃ
・

　
遂
に
ド
ッ
と
窓
へ
寄
る

　
突
然
出
発
の
命
令
が
出
て
、
ニ
ワ
ト
リ
の
毛
を
半
分
む
い
て
捨
て
る
。
そ
の
半
分
、
裸
の
か
し
わ
が
、
ク
ッ
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ク
ッ
と
逃
げ
る
情
景

　
支
那
の
老
婆
が
日
向
ぼ
っ
こ
し
て
、
麦
わ
ら
細
工
を
縫
み
乍
ら
兵
隊
の
行
軍
を
見
て
い
る
。

　
軍
馬
の
水
を
や
る
、
ニ
イ
小
輩

　
五
色
旗
を
持
つ

　
空
、
戦
火
、
黒
煙
が
夕
立
雲
の
様

　
荒
れ
果
て
た
土
の
上
の
烏
三
羽
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手
紙

　
（
井
上
金
太
郎
　
宛
）

　
十
六
日
の
朝
に
な
っ
て
も
ま
だ
い
つ
上
陸
す
る
の
か
分
り
ま
せ
ん
。

　
天
気
晴
朗
で
す
が
波
は
べ
ら
棒
に
高
い
で
す
。
荷
物
船
の
底
に
馬
と
一
緒
に
居
る
の
で
ク
サ
ク
て
閉
口
で
す
。

此
処
ま
で
来
た
以
上
早
く
支
那
の
土
を
踏
ン
で
せ
め
て
小
便
ぐ
ら
い
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
○
ニ
テ
）

　
今
上
陸
命
令
が
来
ま
し
た
。
（
十
六
日
夜
）

　
（
日
本
映
画
監
督
協
会
　
宛
）

　
遂
に
僕
も
「
戦
争
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
悪
運
強
く
マ
メ
で
居
ま
す
。
御
安
心
下
さ
い
。

　
○
○
の
敵
中
上
陸
か
ら
北
支
派
遣
が
上
海
派
遣
と
早
変
り
で
す
。
此
処
は
南
京
豆
と
南
京
米
と
そ
し
て
南
京
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虫
の
本
場
で
す
。

　
（
井
上
金
太
郎
　
宛
）

　
揚
子
江
岸
に
上
陸
し
て
南
京
入
城
に
至
る
迄
の
一
ヶ
月
間
は
ま
こ
と
に
、
は
や
、
タ
イ
ヘ
ン
な
も
ン
で
し
た
。

幸
い
悪
運
強
く
も
無
事
で
居
り
ま
す
。
御
安
心
下
さ
い
。

　
煙
草
が
無
く
な
る
と
、
よ
も
ぎ
の
枯
葉
を
き
せ
る
に
つ
め
て
喫
い
ま
す
。
な
か
な
か
よ
ろ
し
い
。
何
処
が
よ

い
か
と
言
う
と
よ
も
ぎ
は
道
端
と
云
わ
ず
山
と
云
わ
ず
野
と
云
わ
ず
南
支
至
る
処
に
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
喫
っ

て
も
無
く
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
煙
草
は
稀
に
一
本
喫
う
と
直
ぐ
に
又
喫
い
た
く
な
る
。
こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

処
が
よ
も
ぎ
は
一
度
喫
う
と
当
分
は
喫
う
気
が
し
ま
せ
ん
。
真
と
に
経
済
的
に
出
来
上
ッ
と
る
で
す
。
欠
点
は

煙
草
の
味
が
し
な
い
事
で
す
。
ま

っ

こ

う

臭
い
で
す
。

　
酒





は
チ
ャ
ン
酒





を
や
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
酒





も
内
地
の
チ
ャ
ン
料
理
に
あ
る
老
酒
も
あ
り
ま
す
が
、
所
謂
チ
ャ

ン
酒
と
云
う
の
が
大
部
分
で
す
。
此
奴
、
ア
ワ
モ
リ
の
様
な
も
ん
で
す
。
最
初
は
く
さ
く
て
飲
め
ま
せ
ん
で
し

た
が
直
ぐ
に
平
気
で
呑
む
様
に
な
り
ま
し
た
。
酒
も
あ
る
時
に
は
一
石
も
二
石
も
あ
っ
て
顔
や
手
を
洗
っ
た
り

し
ま
す
が
、
無
い
と
な
る
と
全
々
無
く
な
り
ま
す
。
重
い
の
で
そ
う
持
っ
て
歩
け
ま
せ
ん
。
水
筒
に
一
杯
が
精

一
パ
い
で
す
。
砂
糖
を
ナ
メ
ル
事
を
オ
ボ
エ
ま
し
た
。

　
南
京
へ
着
い
て
酒
保
が
一
日
開
か
れ
た
の
で
、
早
速
一
本
二
十
銭
の
ヨ
ー
カ
ン
五
本
買
っ
て
ペ
ロ
リ
と
平
ら

げ
て
、
ま
だ
食
い
た
い
気
が
し
ま
す
。
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朝
に
駒
形
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
想
い
、
夕
べ
に
な﹅
る﹅
せ﹅
の
足
を
想
う
、
い
や
も
う
、
真
と
に
食
い
気
一
方
で
す
。

セ
ツ
ナ
シ
！

　
小
津
ち
ゃ
ん
か
ら
手
紙
が
来
ま
し
た
。
元
気
で
結
構
で
す
。

　
内
地
の
事
は
少
し
も
分
り
ま
せ
ん
、
早
慶
戦
で
Ｋ
Ｏ
が
勝
っ
た
事
を
一
週
間
ば
か
り
前
に
同
盟
通
信
の
カ
メ

ラ
マ
ン
に
聞
き
ま
し
た
。

　
な
る
せ
に
、
水
府
た
ば
こ
と
き
せ
る
と
番
茶
を
送
る
様
に
仰
言
っ
て
下
さ
い
。
お
頼
み
し
ま
す
。

　
皆
様
に
よ
ろ
し
く

　
　
十
二
月
二
十
二
日

　
な
る
た
き
村
へ
は
手
紙
を
出
し
ま
せ
ん

　
連
中
に
よ
ろ
し
く
仰
言
っ
て
下
さ
い

　
（
日
本
映
画
監
督
協
会
　
宛
）

　
賀
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
津
安
二
郎

　
南
京
で
会
っ
て
お
互
い
の
無
事
を
喜
ん
で
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
二
日
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悪
運
の
強
い
の
が
生
き
残
っ
と
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
貞
雄

　
（
井
上
金
太
郎
　
宛
）

　
徐
州
攻
撃
続
い
て
追
撃
戦
、
更
に
洪
水
の
為
各
地
を
転
々
と
し
て
や
っ
と
落
ち
つ
い
た
の
が
七
月
の
半
ば
。

そ
こ
で
、
や
ッ
と
六
ヶ
月
振
り
に
郵
便
物
到
着
。
同
時
に
僕
野
戦
病
院
入
り
、
い
つ
か
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
兵
隊

が
褌
一
ツ
で
川
を
渡
る
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
婦
人
席
な
ん
か
大
喜
び
で
、
あ
れ
は
受
け
と
ッ
た
よ
と
当
日
の

は
な
し
。
失
礼
な
！
　
罰
が
当
り
ま
す
。

　
僕
の
病
気
の
原
因
は
洪
水
で
、
あ
の
恰
好
を
一
月
ば
か
り
毎
日
続
け
た
か
ら
で
す
。

　
病
名
は
急
性
腸
炎
、
夕
方
か
ら
少
し
熱
が
出
ま
す
。
六
ヶ
月
分
の
郵
便
物
が
ぼ
つ
ぼ
つ
到
着
し
ま
す
が
慰
問

の
小
包
な
ぞ
こ
の
腹
で
は
到
底
コ
ナ
セ
マ
セ
ン
。
そ
れ
に
近
頃
余
り
呑
み
た
く
も
な
し
、
食
い
た
く
も
な
し
、

帰
ッ
て
も
清
水
大
兄
と
と
も
に
貴
方
の
サ
イ
ダ
ア
の
お
相
手
を
し
た
い
よ
う
な
も
ン
で
す
…
…
。
（
中
略
）

　
こ
の
体
相
当
以
上
弱
ッ
と
り
ま
す
の
で
以
前
の
よ
う
な
悪
友
ど
も
の
お
交
際
が
出
来
る
か
、
ど
う
か
、
こ
の

と
こ
ろ
、
も
う
大
変
な
弱
気
で
す
。
（
詳
記
す
る
を
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
こ
の
六
ヶ
月
は
コ
タ
エ
マ
シ
タ
）

　
近
く
病
院
が
移
動
す
る
ら
し
い
で
す
か
ら
、
そ
の
時
ま
た
、
お
便
り
し
ま
す
。

　
協
会
の
諸
兄
に
よ
ろ
し
く
（
七
月
二
十
三
日
）
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（
井
上
金
太
郎
　
宛
）

　
腹
く
だ
り
で
入
院
な
ぞ
と
真
と
に
不
甲
斐
な
い
話
の
よ
う
で
す
が
僕
と
し
て
は
、
身
体
の
続
く
限
り
や
る
だ

け
の
事
は
や
っ
た
後
で
ブ
ッ
倒
れ
た
の
で
す
か
ら
（
入
院
の
時
軍
医
さ
ん
の
前
で
文
字
通
り
ヘ
タ
ヘ
タ
と
倒
れ

ま
し
た
）
俯
仰
天
地
に
恥
じ
ま
せ
ん
。
結
局
活
動
屋
の
不
衛
生
な
日
常
生
活
が
た
た
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
…
…
野
戦
の
病
院
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
こ
の
辺
り
コ
レ
ラ
が
流
行
し
て
ま
す
の
で
、

此
処
の
患
者
は
滅
多
に
済
南
と
か
青
島
と
か
の
病
院
へ
は
送
っ
て
く
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　
僕
、
病
勢
は
変
り
な
く
、
熱
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
下
痢
は
酷
く
お
も
ゆ
と
ミ
ル
ク
で
ア
ゴ
伸
び
る
ば
か
り

（
お
粥
を
ち
ょ
い
と
食
う
と
も
う
い
け
ま
せ
ん
、
情
け
な
い
腹
に
な
り
や
が
っ
た
も
の
で
す
）
け
れ
ど
懸
命
に

頑
張
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
此
の
手
紙
が
そ
ち
ら
へ
着
く
頃
に
は
（
そ
れ
が
一
ヶ
月
も
か
か
る
の
で
し
た
ら
）
退

院
し
て
本
隊
を
追
ッ
掛
け
て
い
る
筈
で
す
。
御
心
配
御
無
用
。

　
本
隊
は
最
近
行
動
を
開
始
し
た
模
様
で
す
。
多
分
再
び
南
支
方
面
へ
行
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
と
て
も

今
年
中
に
は
帰
れ
ま
す
ま
い
。
…
…
（
中
略
）
開
封
と
云
う
町
は
想
像
以
上
に
立
派
な
と
こ
ろ
で
、
何
で
も
町

の
有
力
者
が
支
那
軍
の
隊
長
に
何
万
か
の
金
を
与
え
て
軍
隊
を
町
か
ら
撤
退
さ
せ
た
の
で
町
も
余
り
荒
れ
て
な

い
そ
う
で
す
。
支
那
で
一
二
と
云
う
支
那
料
理
店
が
あ
る
と
云
う
話
で
す
。
退
院
の
時
は
話
の
種
に
出
掛
け
て

や
ろ
う
と
思
ッ
て
居
り
ま
す
。
熱
が
無
く
な
る
と
忽
ち
猛
烈
な
食
い
気
で
す
。
あ
れ
が
喰
い
た
い
こ
れ
が
食
い

た
い
と
浅
間
し
い
。
次
に
そ
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
一
部
分
を
書
き
並
べ
ま
す
。
急
ぎ
ま
せ
ん
退
院
迄
に
も
一
度
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お
便
り
し
ま
す
か
ら
そ
れ
は
お
読
み
に
な
っ
て
か
ら
で
結
構
で
す
か
ら
お
送
り
願
い
ま
す
。
（
金
は
憲
坊
に
頼

み
ま
し
た
）
先
づ
平
野
屋
の
い
も
ぼ
う
の
缶
詰
（
ッ
て
の
が
あ
る
そ
う
で
す
）
黒
の
と
ろ
ろ
こ
ぶ
、
花
か
つ
を
、

懐
中
じ
る
こ
、
甘
酒
の
素
、
な
る
せ
の
漬
物
と
ほ
ー
じ
茶
。
ふ
ぐ
の
ひ
れ
の
干
し
た
の
（
大
丈
夫
で
す
か
な
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
な
る
べ
く
缶
に
入
れ
て
小
包
は
厳
重
に
お
願
い
し
ま
す
。
毎
度
、
御
面
倒
ば
か
り
お
掛
け
し
て
相
済
み
ま
せ

ん
。
協
会
の
諸
兄
に
よ
ろ
し
く
（
八
月
十
五
日
）

　
そ
れ
か
ら
書
き
忘
れ
ま
し
た
が
何
か
本
を
一
冊
（
何
か
僕
に
「
や
ッ
た
ら
ど
う
や
」
と
お
考
え
に
な
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
結
構
で
す
が
…
…
）

　
こ
れ
だ
け
書
く
の
に
便
所
へ
油
汗
か
き
に
行
く
事
二
回
、
こ
れ
か
ら
第
三
回
目
に
参
り
ま
す
。
一
回
卅
分
は

か
か
り
ま
す
。
ど
う
も
汚
な
い
話
で
、
お
許
し
下
さ
い
。

　
（
藤
井
滋
司
　
宛
）

　
（
一
）
　
将
棋
の
【
歩
】
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
敵
王
頭
に
ピ
シ
リ
と
捨
身
に
打
っ
て
出
る
【
歩
】
も
あ
れ

ば
、
マ
タ
、
棋
士
が
手
に
詰
ま
っ
た
時
、
ひ
ょ
い
と
突
く
【
香



】
の
上
の
【
歩
】
も
あ
る
。

　
王
手
飛
車
が
あ
ろ
う
と
桂
馬
の
フ
ン
ド
シ
が
あ
ろ
う
と
ハ
シ
【
歩
】
は
依
然
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（
荒
井
良
平
　
宛
）

　
（
二
）
　
と
し
て
ハ
シ
【
歩
】
で
あ
る
。

　
十
月
廿
七
日
石
家
荘
迄
貨
車
で
輸
送
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
行
軍
三
日
、
此
の
辺
り
の
新﹅
し﹅
き﹅
土﹅
は
ほ
こ
り
っ

ぽ
く
ッ
て
困
る
。
露
村






に
て
前
線
部
隊
に
編
入
さ
る
。

　
気
候
は
内
地
と
余
り
変
ら
な
い
が
、
夜
が
冷
え
る
。

　
（
稲
垣
浩
　
宛
）

　
（
三
）
　
（
村
長
、
村
会
を
開
き
村
民
ど
も
を
集
め
よ
）
雨
が
滅
多
に
降
ら
な
い
か
ら
空
が
澄
み
渡
ッ
て
綺

麗
で
あ
る
。
朝
、
雁
の
渡
る
の
を
見
る
。
お
行
儀
よ
く
並
ん
で
飛
ン
で
行
っ
た
。

　
名
将
八
幡
太
郎
と
い
え
ど
も
枕
を
高
く
し
て
よ
い
風
景
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
勇
敢
な
る
大
原
隊
は
来
る
べ
き

　
（
八
尋
不
二
　
宛
）

　
（
四
）
　
戦
に
備
え
て
日
毎
演
習
を
行
ッ
て
い
る
。

　
ボ
ク
も
専
ら
童
心
に
か
え
ッ
て
戦
争
ご
ッ
こ
に
精
を
出
し
て
い
る
。
米
が
少
な
い
の
で
毎
日
芋
を
喰
わ
さ
れ

る
。
三
度
々
々
芋
で
あ
る
。
兵
隊
は
し
き
り
に
ク
サ
イ
大
砲
を
放
ツ
。

　
酒
は
昨
日
一
人
四
勺
ほ
ど
（
つ
ま
り
寝
て
る
子
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（
三
村
伸
太
郎
　
宛
）

　
（
五
）
　
を
起
こ
す
ほ
ど
）
貰
っ
た
。

　
露
村
を
後
退
し
て
又
石
家
荘
か
ら
汽
車
で
運
ば
れ
る
事
に
な
ッ
た
。
上
海
行
だ
と
も
言
う
し
又
青
島
と
言
う

噂
も
あ
る
か
と
思
う
と
確
か
に
北
満
じ
ゃ
と
ぬ
か
す
奴
も
あ
る
。
丁
と
出
ま
す
か
半
と
出
ま
す
か
お
あ
と
は
ラ

イ
シ
ュ
ウ
。

　
（
滝
沢
英
輔
　
宛
）

　
う
だ
る
暑
さ
に
閉
口
。

　
其
の
後
○
○
の
野
戦
病
院
に
来
て
い
る
。
熱
は
平
熱
と
な
っ
た
が
腹
工
合
は
依
然
悪
く
、
ま
だ
血
便
が
少
し

出
る
。
ト
タ
ン
に
汚
な
い
話
で
失
礼
。

　
兎
に
角
元
気
で
頑
張
っ
て
る
。
此
の
手
紙
が
そ
ち
ら
へ
着
く
頃
に
は
、
多
分
退
院
し
て
本
隊
を
追
ッ
掛
け
て

る
筈
。
心
配
無
用
。

　
本
隊
は
最
近
移
動
す
る
。
南
京
か
ら
○
○
方
面
へ
廻
る
か
ら
先
ず
年
中
は
帰
れ
ん
だ
ろ
う
と
云
う
噂
。

　
建
坊
、
キ
バ
ッ
テ
、
エ
ヽ
写
真
、
ツ
ク
ッ
テ
ヤ
。

　
戦
争
も
一
年
に
な
る
と
、
ど
う
や
ら
本
当
の
戦
争
ら
し
く
な
っ
て
来
た
よ
う
だ
。
戦
争
の
感
想
な
ぞ
は
、
た﹅

い﹅
そ﹅
れ﹅
た﹅
…
…
矢
ッ
張
り
戦
争
が
済
ん
で
一
年
ぐ
ら
い
経
過
し
て
か
ら
で
無
い
と
言
え
る
も
ン
で
無
い
と
云
う

事
を
泌
々
思
う
。
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北
支
宣
撫
班
の
は﹅
な﹅
し﹅
を
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
脚
本
の
書
け
る
自
信
が
無
く
な
っ
て
終
っ
た
。

　
爆
撃
で
ヒ﹅
ビ﹅
の
イ﹅
ツ﹅
た
病
室
の
天
井
を
睨
み
乍
ら
寝
苦
し
い
夜
つ
れ
／
″
＼
に
考
え
た
事
、
酒
の
席
で
武
山

オ
ジ
サ
ン
に
で
も
談
し
て
見
て
呉
れ
。

　
三
好
氏
の
「
襲
わ
れ
た
町
」
？
　
お
も
ろ
い
の
な
ら
儂
に
残
し
て
置
い
て
ほ
し
い
。

「
斬
ら
れ
の
仙
太
」
を
大
河
内
が
演
り
た
が
ッ
と
ッ
た
が
、
三
好
氏
さ
え
よ
け
れ
ば
や
ッ
て
み
た
い
。
（
大
詰

は
こ
ち
ら
に
案
あ
り
）

　
時
節
柄
大
河
内
で
西
郷
さ
ん
か
、
乃
木
さ
ん
の
一
代
記
八
千
ぐ
ら
い
に
ま
と
め
て
や
れ
ば
ど
う
や
ろ
か
。

　
ま
た
、
演
舞
場
で
虎
ち
ゃ
ん
が
「
太
十
」
を
や
ッ
た
と
云
う
新
聞
記
事
を
見
て
、
ふ
と
前
進
座
で
光
秀
を
や

り
た
い
と
も
思
う
。
い
ッ
そ
エ
ノ
ケ
ン
の
孫
悟
空
と
逃
げ
て
満
州
辺
へ
ロ
ケ
に
来
て
や
ろ
う
か
と
も
考
え
た
り
、

と
り
と
め
が
無
い
。

　
次
に
食
い
た
い
物
い
ろ
〳
〵
と
書
く
。

　
わ
さ
び
漬
。
味
の
素
。
う
に
。
う
な
ぎ
の
蒲
焼
（
鑵
詰
）
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
（
同
上
）
あ
ず
き
よ
う
か
ん
（
同
）

栗
の
き
ん
と
ん
（
同
）
ほ
ー
じ
茶
、
コ
コ
ア
、
角
砂
糖
（
斯
う
た
く
さ
ん
は
食
え
ん
わ
い
）
小
包
は
厳
重
に
し

て
置
い
て
呉
れ
。

　
く
だ
ら
ん
事
、
い
ろ
〳
〵
と
書
い
た
。
退
院
ま
で
に
ま
た
書
く
つ
も
り
。

　
そ
れ
か
ら
去
る
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
山
中
伍
長
は
軍
曹
に
進
級
し
と
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
。

　
諸
兄
に
よ
ろ
し
く
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八
月
九
日

　
　
　
建
坊
大
兄
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